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発生

刷数 

頁数 

位置 

正誤内容 

誤 正 

1 刷 P.155 

問題 3 

1 の解説 

1 行目 

40B 40dB 

1 刷 P.155 

問題 3 

3 の解説 

2 行目 
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1 刷 P.202 

問題 1 

1 の解説 

3 行目 

62dB（中略）22dB 62phon（中略）22phon 

1 刷 P.203 

問題 1 

2 の解説 

7 行目 

2
𝐿𝑛−10
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𝐿𝑛−40
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1 刷 P.203 

問題 1 

2 の解説 

7 行目 

𝐿𝑛：音のの大きさのレベル 𝐿𝑛：音のの大きさのレベル 

（sone（ソーン）：1kHz，40dB の純音を基準音とす

る比率尺度） 

1 刷 P.203 

問題 1 

2 の解説 

9 行目 
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1 刷 P.218 

問題 2 

3 の解説 

2 行目 

許容限度値 受容限度値 

1 刷 P.267 

問題 7 

2 の解説 

3 行目 

もはや減衰することなく 𝑐𝑐以上の抵抗になると，もはや振動することなく 



2 

 

1 刷 P.308 

問題 2 

の解説 

表中「音

圧 レ ベ

ル」の項

目 

ニ レベルレコーダ（31.5Hz から 8,000Hz までの

周波数範囲において，記録できるレベル範囲が 50dB

以上のものに限る．） 

ホ オクターブバンド分析器又はこれと同じ若しく

はより高い性能を有する周波数分析器（31.5Hz から

8,000Hz までの範囲の周波数を分析できるものに限

る．） 

へ 
1

3
オクターブバンド分析器又はこれと同じ若し

くはより高い性能を有する周波数分析器（20Hz から

12,500Hz までの範囲の周波数を分析できるものに

限る．） 

ト データレコーダ（50Hz から 8,000Hz までの周

波数範囲において，50dB 以上のレベル範囲で，正負

1dB 以内の偏差で記録できるものに限る．） 

ニ レベルレコーダ又はこれと同等の機能を有する

装置若しくはソフトウェア 

 

ホ オクターブバンド分析器又はこれと同等以上の

性能を有する周波数分析器若しくはソフトウェア 

 

 

へ 
1

3
オクターブバンド分析器又はこれと同等以上

の性能を有する周波数分析器若しくはソフトウェア 

 

 

ト データレコーダ又はこれと同等の機能を有する

装置若しくはソフトウェア 

1 刷 P.308 

問題 2 

の解説 

表中「振

動加速度

レベル」

の項目 

ロ レベルレコーダ（1Hz から 80Hz までの周波数

範囲において，記録できるレベル範囲が 50dB 以上

のものに限る．） 

ハ 
1

3
オクターブバンド分析器又はこれと同じ若し

くはより高い性能を有する周波数分析器（1Hz から

80Hz までの範囲の周波数を分析できるものに限

る．） 

ニ データレコーダ（1Hz から 80Hz までの周波数

範囲において，45dB 以上のレベル範囲で，正負 1 dB

以内の偏差で記録できるものに限る．） 

ロ レベルレコーダ又はこれと同等の機能を有する

装置若しくはソフトウェア 

 

ハ 
1

3
オクターブバンド分析器又はこれと同等以上

の高い性能を有する周波数分析器若しくはソフトウ

ェア 

 

ニ データレコーダ又はこれと同等の機能を有する

装置若しくはソフトウェア 

1 刷 P.346 

問題 2 

イの解説 

1 行目 

検証印が付されていない 検証印が付されている 

 


